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シ
リ
ア
内
戦
の
死
者
は
30
万
人
超

　

過
激
派
組
織

「イ
ス
ラ
ム
国

（
Ｉ
Ｓ
）」

掃
討
作
戦
が
実
施
さ
れ
て
い
る
中
東
、
ア

フ
リ
カ
諸
国
な
ど
で
、
民
間
人
の
死
者
数

が
激
増
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
ト
ラ
ン
プ
米
政
権
下
で
こ
こ

半
年
間
に
２
２
０
０
人
以
上
と
な
り
、
犠

牲
者
の
累
計
が
ほ
ぼ
倍
増
し
て
い
る
。
米

国
防
総
省
で
は

「ト
ラ
ン
プ
政
権
交
代
と

死
者
数
の
増
加
は
無
関
係
」
と
述
べ
て
い

る
が
、
有
志
連
合
へ
の
米
国
参
加
は
犠
牲

者
を
出
さ
な
い
こ
と
を
最
優
先
に
し
て
い

る
が
、
現
実
は
そ
う
は
行
っ
て
い
な
い
の
も

事
実
。

　

英
国
に
拠
点
を
置
く
シ
リ
ア
人
権
観
測

所
は
、
去
る
７
月
16
日
、
シ
リ
ア
内
戦
の

死
者
数
が
33
万
人
を
超
え
た
と
発
表
し

た
。
内
戦
が
始
ま
っ
た
２
０
１
１
年
か
ら
今

年
７
月
15
日
ま
で
の
累
計
で
33
万
１
７
６
５

人
が
死
亡
、
内
約
３
分
の
１
が
民
間
人
だ

と
言
う
。
1
万
８
０
０
０
人
以
上
の
子
供
、

１
万
１
０
０
０
人
以
上
の
女
性
が
死
者
に

含
ま
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
東
南
ア
ジ
ア
に
目
を
転
じ
る
と
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ド
ゥ
テ
ル
テ
大
統
領
は
、
７

月
18
日
、
南
部
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
全
域
に
出

し
た
戒
厳
令
を
12
月
31
日
ま
で
延
長
す
る

意
向
を
示
し
た
。
戒
厳
令
は
、
同
島
の
マ

ラ
ウ
ィ
で
政
府
軍
と
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
の

戦
闘
が
始
ま
っ
た
の
を
受
け
、
大
統
領
が

５
月
23
日
に
出
し
た
。
60
日
の
有
効
期
間

終
了
ま
で
に
戦
闘
が
収
束
す
る
見
通
し
が

立
た
ず
、
国
防
相
ら
が
延
長
を
進
言
し
て

い
た
。

　

戒
厳
令
は
令
状
な
し
で
の
身
柄
拘
束
が

可
能
に
な
る
な
ど
、
軍
や
警
察
の
権
限
を

強
め
る
内
容
だ
。

　

ト
ル
コ
国
会
は
７
月
17
日
、
昨
年
７
月
の

ク
ー
デ
タ
ー
未
遂
事
件
を
受
け
て
発
令
さ

れ
て
い
た
非
常
事
態
宣
言
を
、
７
月
19
日

か
ら
３
カ
月
延
長
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

延
長
は
今
回
で
４
回
目
。
同
国
で
は
非
常

事
態
宣
言
下
で
、
こ
れ
ま
で
に
公
務
員
ら

５
万
人
以
上
が
逮
捕
さ
れ
、
15
万
人
以

上
が
解
雇
や
一
時
停
職
処
分
を
受
け
た
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
２
０
１
４
年
７
月
に
ウ

ク
ラ
イ
ナ
東
部
で
、
マ
レ
ー
シ
ア
航
空
機

が
撃
墜
さ
れ
た
事
件
か
ら
３
年
を
迎
え
た

７
月
17
日
、
同
国
の
ナ
ジ
ブ
シ
ュ
シ
ュ
首
相

は

「こ
の
残
虐
な
行
為
の
犯
人
を
訴
追
す

る
」
と
し
、
撃
墜
の
実
行
犯
を
特
定
し
て

裁
き
を
下
す
意
思
を
改
め
て
明
確
に
し
た
。

　

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
か
ら
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー

ル
に
向
か
っ
て
い
た
同
航
空
機
は
２
０
１
４

年
７
月
17
日
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
で
ロ
シ

ア
製
の
地
対
空
ミ
サ
イ
ル
で
撃
墜
さ
れ
、

乗
客
・
乗
員
２
９
８
人
が
死
亡
し
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
米
政
権
は
7
月
18
日
、
イ
ラ

ン
の
18
団
体
・
個
人
に
対
す
る
追
加
制
裁

を
発
表
し
た
。
無
人
機
開
発
、
ホ
ル
ム
ズ

海
峡
な
ど
で
米
艦
船
の
妨
害
行
為
に
使
わ

れ
て
い
る
高
速
艇
を
製
造
す
る
団
体
や
、

弾
道
ミ
サ
イ
ル
計
画
に
関
わ
る
企
業
な
ど

が
標
的
だ
。

　

対
象
と
な
っ
た
団
体
・
企
業
は
米
国
内

の
資
産
が
没
収
さ
れ
る
他
、
米
国
と
の
取

引
を
禁
じ
ら
れ
る
。

　

米
財
務
局
の
朝
刊
は
声
明
で
、
イ
ラ
ン

は

「
テ
ロ
支
援
や
弾
道
ミ
サ
イ
ル
計
画
、

人
権
侵
害
」
な
ど
国
際
社
会
に
有
害
な

行
動
を
続
け
て
い
る
、
と
非
難
、
制
裁
強

化
を
含
め
積
極
的
な
対
応
を
続
け
る
考

え
を
表
明
し
た
。

　

国
務
省
報
道
官
は

「
イ
ラ
ン
は
テ
ロ
組

織
へ
の
支
援
を
続
け
て
い
る
」
と
指
弾
し
た
。

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
高
官
は
７
月
17
日
、
記

者
団
に
対
し
て
、
イ
ラ
ン
が
中
東
諸
国
の

テ
ロ
組
織
や
シ
リ
ア
の
ア
サ
ド
政
権
を
支

援
す
る
な
ど
、
２
０
１
５
年
７
月
に
米
国

な
ど
主
要
６
カ
国
と
結
ん
だ
核
合
意
の

「精
神
に
違
反
し
た
行
動
を
取
っ
て
い
る
」

と
批
判
し
、
追
加
制
裁
を
課
す
考
え
を

表
明
し
た
。

　

国
連
食
糧
農
業
機
関

（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
に
よ

る
と
、
ソ
マ
リ
ア
、
南
ス
ー
ダ
ン
、
ナ
イ
ジ

ェ
リ
ア
、
イ
エ
メ
ン
の
中
東
・
ア
フ
リ
カ
４

カ
国
で
計
２
０
０
万
人
以
上
が
食
糧
難
に

南
ス
ー
ダ
ン
、
シ
リ
ア
、
ト
ル
コ
、
北
朝
鮮
…
…

世
界
を
覆
う
暴
力
と
憎
し
み
連
鎖
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陥
っ
て
い
る
と
い
う
。
中
で
も
南
ス
ー
ダ
ン

の
事
情
は
酷
過
ぎ
る
。

食
糧
危
機
に
直
面
の
南
ス
ー
ダ
ン

　　

同
国
は
ア
フ
リ
カ
大
陸
で
３
番
目
に
広
い

国
土
を
持
つ
が
、
ゲ
リ
ラ
闘
争
が
続
い
た

も
の
の
、
２
０
０
５
年
に
日
本
と
の
国
交
を

樹
立
。
政
府
開
発
援
助

（Ｏ
Ｄ
Ａ
）
を
再

開
し
、
そ
の
２
年
前
に
西
部
ダ
ル
フ
ー
ル

で
黒
人
反
政
府
組
織
と
ア
ラ
ブ
系
民
兵
の

紛
争
を
き
っ
か
け
に
紛
争
が
勃
発
。
国
連

に
よ
る
と
、
２
０
１
３
年
に
新
た
に
40
万

人
が
避
難
し
、
国
内
避
難
民
は
約
２
０
０

万
人
に
達
し
た
。
例
外
な
し
に
食
糧
難
に

陥
っ
て
い
る
。

　

赤
十
字
国
際
委
員
会
に
よ
る
と
、
子
供

の
28
％
、
妊
産
婦
の
43
％
が
栄
養
不
良
で
、

避
難
民
全
体
で
は
重
篤
の
症
状
の
人
達
は

15
％
に
上
っ
た
。
襲
撃
や
略
奪
は
後
を
絶

た
ず
、
あ
る
家
庭
で
は
、
侵
入
し
て
来
た

弊
誌
に
妻

（25
）
と
４
人
の
子
供
が
射
殺

さ
れ
た
。
「
兵
士
は
子
供
や
女
性
を
手
当

た
り
次
第
に
レ
イ
プ
し
、
殺
し
た
」
—
—
。

　

毎
年
６
月
は
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
東
部
中

央
に
位
置
す
る
南
ス
ー
ダ
ン
で
は
農
業
が

盛
ん
に
な
り
、
種
ま
き
の
時
期
だ
が
、
内

乱
で
住
民
達
は
貯
蔵
用
の
種
子
ま
で
食
べ

尽
く
し
て
し
ま
っ
た
と
言
う
。

　

国
連
関
係
者
は
、
長
引
く
南
ス
ー
ダ
ン

紛
争
で
、
国
全
体
の
経
済
も
崩
壊
す
る
の

を
見
て

「21
世
紀
に
な
っ
て
も
こ
の
状
況
に

置
か
れ
て
い
る
の
は
衝
撃
的
だ
。
紛
争
は

食
糧
不
足
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
の
人

道
危
機
を
起
こ
し
て
い
る
」
と
嘆
く
。

シ
リ
ア
内
戦
も
、
7
年
目
を
迎
え
、
惨
禍

は
続
く
。
す
で
に
５
０
０
万
人
が
国
外
に

逃
れ
、
７
０
０
万
人
が
国
内
避
難
民
と
な

っ
て
い
る
。

　

シ
リ
ア
に
い
る
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
の
状
況

も
劣
悪
。
南
ス
ー
ダ
ン
の
戦
禍
を
逃
れ
、

陸
続
き
の
ウ
ガ
ン
ダ
に
逃
れ
て
暮
ら
す
難

民
の
数
も
近
１
０
０
万
人
を
超
す
。
１
日

１
食
で
飢
え
を
し
の
ぐ
人
達
が
い
つ
ま
で
生

き
延
び
る
の
か
、
哀
れ
と
し
か
言
い
よ
う

が
な
い
。

　

あ
る
意
味
、
哀
れ
と
し
か
言
い
よ
う
の

な
い
の
が
北
朝
鮮
で
あ
る
。
朝
鮮
戦
争
の

休
戦
協
定
調
印
か
ら
64
年
と
な
る
７
月
27

日
、
朝
鮮
労
働
党
機
関
紙
の
労
働
新
聞

は

「我
々
の
尊
厳
と
生
存
権
を
抹
殺
し
よ

う
と
す
る
者
は
、
無
慈
悲
な
先
制
攻
撃

を
免
れ
な
い
」
と
、
米
国
を
威
嚇
、
「
米

国
が
生
き
残
れ
る
唯
一
の
道
は
、
時
代
錯

誤
な
対
朝
鮮
敵
視
政
策
を
撤
回
し
、
謝

罪
す
る
こ
と
だ
」
と
主
張
し
て
い
る
。

　

北
朝
鮮
は
７
月
４
日
、
亀
城

（ク
サ
ン
）

か
ら
初
め
て
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ

「
火
星
14
号
」
を

発
射
、
こ
れ
に
立
ち
会
っ
た
金
正
恩
党
委

員
長
は

「（
米
国
に
）
今
後
も
大
小
の
贈

り
物
を
た
び
た
び
送
り
つ
け
て
や
ろ
う
」

と
述
べ
、
ミ
サ
イ
ル
発
射
を
続
け
る
姿
勢

を
示
し
た
。
そ
し
て
、〝
公
言
〞
ど
お
り

同
月
28
日
深
夜
に
は
、
2
回
目
の

「火
星

14
号
」
試
射
を
強
行
し
た
。

　

対
決
姿
勢
を
強
め
、
北
極
圏
越
し
に
、

北
米
大
陸
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
シ
ア
ト

ル
を
狙
う
の
か
。
い
や
は
や
狂
気
の
沙
汰

と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。

南スーダンで食糧援助活動を行なう国連機関（ＵＮＭＩＳＳ）
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